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市政だより の動き

5月1日現在前月比

人口計 6 6，8 8 5 + 4 3 0 
男 32，2 4 5 + 2 6 0 
女 34，6 4 0 + 1 7 0 
世帯数 1 9，4 7 3 + 1 6 8 

口人
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忠
畠
⑪
記
巴
n
静
寂
の
時
u
理
組
担
包

ー

市

営

弓

道

場

が

完

成

|

大村藩ゆかりのI久島の森に¥静かなだだずまいの弓道場ガある

マしに始まり礼に終るJ という精神を尊ぶ弓道家たちが集う

28m先の直径36cmの的をじっと見つめる自¥頭の中には何もない「無」のJ山

キリキリツ.ゲ 弓をひく子に力ガはいる

パシツ .グ 矢ガ離れ疋次の瞬間

J¥ッーン グ 乾いた吉ガ快く耳に響いだ
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りおおむ市政だより(3) 

[21世紀ヘ向かって「

企力強く式辞を述べる戸島市長

抽選

hv
市
政
功
労
者
な
ど
の
表
彰

企
藤
間
金
寿
満
・
寿
満
幸
さ
ん

に
よ
る
「
祝
舞
」

砂
伊
丹
市
長
も
お
祝
い
に

惨
カ
にト
よレ
るア
「グ
コjレ
I I 
ラプ
ス

市
制
施
行
四
十
周
年
を
祝-フ
記

念
式
典
が
五
月
十
九
日
、
市
民
会

館
で
行
わ
れ
、
二
十
一
世
紀
へ
向

っ
て
市
発
展
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
午
前
十
時
開
幕
。

式
辞
に
立
っ
た
戸
島
市
長
は
、

「
昭
和
十
七
年
二
月
十
一

日
全
国

で
百
八
十
八
番
目
の
市
制
施
行
以

来
、
十
九
年
の
大
空
襲
、
三
十
二

年
の
大
水
害
な
ど
の
災
害
を
乗
り

越
え
、
四
十
周
年
弁
}
迎
え
た
。
こ

れ
か
ら
は
県
央
の
交
通
拠
点
都
市

と
し
て
大
き
な
発
展
を
約
束
さ
れ

て
い
る
。
な
お

一
層
、
努
力
し
た

い
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。
勢

戸
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
市
政
や
福
祉、

産
業
振
興
な

ど
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
百
十
九

人
と
十
六
団
体
に
感
謝
状
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
県
知
事
、
県
市
長
会

会
長
(
長
崎
市
長
)
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
伊
丹
市
長
、
角
館
町
議
会

議
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
祝
電
擾
露

の
後
、
市
歌
を
斉
唱
し
万
歳
三
唱

を
し
て
式
典
を
終
り
ま
し
た
。
式

代
・
前
田
イ
シ

・
野
中
キ
ミ

-
A
7

里
千
美
・
中
村
稔
子
・
永
田
光
雄

染
石
常
雄
・
林
茂
・
鈴
田
正
忠

・

永
田
庸
彦

・
南
野
鹿
松
・

川
上
森

雄

・
指
方
辰
男

・
好
固
定

・
中
島

松一

・
森
安
太
郎
・
浜
田
オ
カ

・

田
中
綾
子
・
小
佐
々
明
子

・
下
村

ヤ
ス
エ

*
教
育
文
化
功
労
者

朝
長

一
郎

・
長
野
康
之

・
藤
井
利

臣
・
朝
長
準
・
上
田
市
次
・
沢
田

計
-
A
7
田
正
夫
・
原
芳
雄

・
渡
辺

貞
兎

・
中
村
元

・
村
上
保
之
・
加

島
博
・
祐
田
和
次
・
大
石
栄
太
郎

峯
当
官
一
・
南
政
利
・
大
道
寺
宏
・

俣
野
正
道
・
林
田
安
彦
・
小
松
昌

幸

・
鶴
田
謙

一
・
中
島
茂

・
仁
田

勝
俊
*
産
業
振
興
功
労
者

平
山
慎
吾
・
田
村
岩
次
郎
・
池
田

実
雄

・
太
田
実

*
消
防
功
労
者

(
永
年
者
)
井
杢
V

〈夫

・
中
原
正

美
・
大
塚
林
太
郎
・
小
峰
信

一
・

田
添
良
臣

・
渡
辺
勝
信

・
森
琢
磨

鶴
栄
・
前
本
勇
・
田
中
米
吉
・
岩

企手話奉仕員も

大活躍/

後
「
祝
の
射
」
な
ど
の
ア
「
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

L~。

〔表
彰
者
名
〕

*
歴
代
三
役

柳
原
敏
一

・
村
川
武
寿
・
大
石
満

雄

・
永
田
庸
彦

・
橋
本
野
・
松
永

手
雄
*
元
市
議
会
議
員

(
初
代
)
西
川
茂

・
鬼
崎
末
男

(
永
年
者
)
小
川
大
基

・
福
井
義

美

・
井
石
ト
キ

・
入
江
政
吉

・
藤

川
茂
・小
西
守
・
太
田
作
次
郎
・飯

盛
丈
太
郎

・
森
秀
男

・
松
尾
実

・

林
田
安
彦
・南
野
鹿
松
・渡
辺
健
次

*
現
市
議
会
議
員

(
永
年
者
)

藤
本
三
郎

・
中
瀬
正
隆

・
川
崎
卓

一
・
中
村
親

*
特
別
自
治
功
労
者

松
尾
武

・
高
木
隆
雄
・
田
崎
一
男

福
井
義
美
・
山
口
岩
男
・
陰
山
重

夫
・
北
村
徳
己

・
藤
戸
三
郎

・
中

尾
千
代
見

*
町
務
連
絡
員

(
永
堂
台
)

森
武
志

・
村
木

一
雄

・
永
田
光
雄

*
社
会
福
祉
功
労
者

坂
田
真
瑛

・
望
月
勝
民
・
餅
田
千

4 

本
昭
・
野
口
静
雄
・
竹
末
恒
義
・

小
野
望
人

・
栗
山
喜
久
寿
・
岩
打

勝
美
・
井
川
純
男
(
団
体
)
陸
上

自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
消
防
隊
・
陸

上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
消
防
隊
・

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊

*
人
命
救
助

木
林
杯
豊

・
原
田
伸

一
郎
・
村
井
タ

ツ
子

・
平
谷
武
男

・
大
内
田
智
津

代

・
山
本
昭
嗣

*
篤
行
者

勢
戸
留
一
・
久
田
松
四
郎
衛

・
楠

木
鉄
郎

・
赤
水
清
春
(
団
体
)

大
村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

*
優
良
団
体

大
村
市
医
師
会
納
税
組
合

・
新
城

納
税
組
合
・
荒
瀬
納
税
組
合
・
前

舟
津
町
内
会

・
水
主
町
町
内
会
・

睦
よ
自
衛
隊
第
四
施
設
大
隊

・
福

親
川
会
*
競
艇
関
係
表
彰
者

柳
原
敏
一
・
坪
内
八
郎
・

一二
浦
孝

治
・
馬
場
政
吉
(
元
市
議
会
議
員
)

入
江
政
吉
・
藤
川
茂

・
福
井
義
美

井
石
ト
キ
・
松
尾
実
・
浦
郷
広
一

中
村
鶴
夫
・
大
村
純
之
・
西
謙
太

郎
・
大
久
保
勘
吉
・
永
田
庸
彦
・

出
口
ミ
ヤ
・

中
原
秀
義

(個
人
)
松
永
辰
三
郎

(
団
体
)
大
村
警
察
署
・
長
崎
県

情
報
受
干
大
村
湾
東
部
漁
業
協

同
組
合

・
競
艇
場
売
居
組
合
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日
頃
の
的
が
ま
え
と

い
ざ
と
い
う
と
き
の
準
備
を

雨
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
は
、
毎
年

大
な
り
小
な
り
雨
水
な
ど
に
よ
る

被
害
が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

単
に
天
災
と
い
う
こ
と
で
済
ま

す
こ
と
な
く
、
私
た
ち

一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
注
意
で
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
頃
の
山
、
か
ま
え

-
過
去
に
学
ぼ
う
災
害
は
繰
り

返
し
起
こ
る
も
の
で
す
。
過
去

に
ど
ん
な
被
害
を
受
け
た
か
知

っ
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
機

会
に
お
と
し
よ
り
の
話
し
を
聞

い
た
り
し
て
、
過
去
の
災
害
例

な
ど
を
知
っ
て
お
く
よ
う
に
し

宇
ナ
し
ょ
、
つ
0

・
地
域
の
特
性
を
知
ろ
う
皆
さ

ん
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
安

全
で
し
ょ
う
か
。
川
や
が
け
の

位
置
、
地
質
、
地
盤
の
高
き
、

強
き
な
ど
の
特
性
を
知
り
、
市

役
所
に
聞
く
な
ど
し
て
、
ど
ん

な
災
害
が
起
き
や
す
い
か
知
っ

瓦出水時の避難では、履物は普段は

きなれた革靴か運動靴にします。

長靴は水カ、入ってかえって歩きに

くいものです。水面下には、危険

なガラス破片やガレキなどが山積

みになっています。踏みつけても、

足をある程度保護できる丈夫な履

物を選びましょう 。

1:いよいよ避難するとなったら、消
防署や警察署の指示に従い、家族

そろって行動します。老人や子ど

も、病人などのいる家庭は早目に

避難します。

避難時の

注意

あれこれ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
0

.
環
境
の
変
化
に
注
意
し
よ
う

山
林
の
伐
採
、
池
内
埋
立
、
宅

地
造
成
な
ど
、
環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
災
害
発
生
の
様
相
が
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
わ

り
の
変
化
に
よ
く
注
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の

準
備

-
気
象
情
報
に
注
意
し
よ
う
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

台
風
、
降
雨
な
ど
の
規
模
、
強

さ
を
知
っ
て
お
き
、
ど
ん
な
災

害
が
起
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
か

を
あ
ら
か
じ
め
知
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ま
ず

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
新
し

い
気
象
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
っ
勺

次
に
、
す
で
に
被
害
の
出
て
い

る
状
況
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
で

も
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
か
を

知
る
何
よ
り
の
手
が
か
り
で
す
句

よ
そ
ご
と
と
は
思
わ
ず
注
意
を

払
い
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

⑤道に沿って川や池かある場合には、

風に吹きとばされて落ちないよう

に風上に寄って歩きましょう 。

J'道路が冠水して海のようになって

いるときには、知らない場所や道

には決して一人では入りニまない

ようにしましょう O

i子寸
ト¥NC議
(里)増水中なら、お互いの体をロープ

やヒモなどでしっカ、りとしばって、

両端を体力のある大人がうけもち

ます。

J I424〉
(l8R ) 3缶の水をぶちまけたと 人も身体を傾けやっと歩ける O

同じ量で、 100ミリの雨量では、 風速25メートル…・・・煙突や屋根瓦が

畳 2枚にドラム缶 (200R) 2本ぐ とび、アンテナが倒れる O

らいの量になる。梅雨、秋雨期期風速30メートル……雨戸がはずれ、

の台風は勢力がおとろえながらも、 しっかりしない家は倒れる O

雨量は 100ミリを越える O 危険地現速40メートル・…一小石がとび散り、

帯では30ミリ以上になったら避難 列車も倒れるほどの強さ。

態勢に入らなければならないとさ 風速50メートル……ふつうの木造家

-
避
難
の
準
備
を
し
て
お
こ
う

危
険
が
せ
ま
る
前
に
避
難
場
所

や
道
順
、
避
難
命
令
の
出
き
れ

方
、
伝
達
の
方
法
を
警
察
や
消

防
団
に
確
か
め
、
家
族
や
町
内

会
、
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
0

・
危
険
が
せ
ま
っ
た
ら
す
ぐ
避
難

し
よ
う
河
川
の
氾
ら
ん
、
山

崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
高
潮
な
ど

は
必
ず
あ
っ
と
い
う
ま
に
起
こ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

や
家
財
道
具
へ
の
執
着
が
避
難

を
遅
ら
せ
、
大
事
を
招
い
た
例

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
危
険

が
せ
ま
っ
た
ら
何
よ
り
も
早
目

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

め
遅
難
す
る
時
の
持
ち
物
は
最

少
限
に
、
身
じ
た
く
は
身
軽

な
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

盆
厄
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
避
難
場
所
で
は
リ
ー
ダ
ー
の

指
揮
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

軍避難時の服装は、活動しやすいも

のをキチンと身につけます。下に

は保温用に毛織物、上にはレイン

コートなどがよいでしょう 。頭も

ヘルメットや防災ズキンで保護し

ます。なるべく派手な色で自につ

きやすいものにしましょう O

]:先頭に立つ人は 1m程度の竹や糠

をツエにして、下水やミゾなど深

みにはまらないよう足元に注意し

ます。

/ 

j避 j

j難 j

j場 j

j所;

非
常
の
場
合
は
近
く
の
避
難
場

所
へ
避
難
し
て
下
さ
い
。

避難場所 電話番号
収容
避難場所 電話番号

収容
避難場所 電話番号

収容
人員 人員 人員

ろ 7 学校 2 -2444 300 総合福祉センター 3 -1351 500 鈴田出張所 2 -2023 250 

竹松小学校 5 -8224 500 本 *土1 寺 3 -5510 200 鈴田小学校 2 -4322 300 
竹松出張所 5 -8314 300 正 法 寺 2 -2247 100 玖島中学校 3 -3401 500 

萱瀬中学校 5 -7004 500 中地区住民センター 3 -1376 300 市民体育館 3 -1552 件，000

萱瀬小学校 5 -7002 500 西大村中学校 3 -2360 500 園芸高校 4 -3121 500 

萱瀬出張所 5 -7001 200 中央小学校 3 -2046 500 大村高校 2 -2660 500 

福重小学校 5 -8524 500 放虎原小学校 4 -2815 500 市 役 所 3 -4111 500 

郡中学校 5 -8318 500 工業高校 2 -3773 500 大村小学校 3 -7117 500 

福重出張所 5 -8614 250 西大村小学校 3 -2670 500 コミュニティセンター 4 -3161 500 

松原小学校 5 -8619 500 諏訪公民館 100 市民会館

(帥松原出張所 5 -8501 250 池田公民館 100 三城小学校 3 -3234 I 500 

市武道館 2 -4846 800 三 浦出張所 2 -6475 250 

大村市農協会館 3 -6161 500 三浦 小学校 2 -4318 300 

※各避難場所の責任者は、消防分団長、町務連絡員です。

宮
③
|
四
一
一

災
害
対
策
本
部
宮
鋭
ト
三
八
八惨風速と被害の発生状況

風速10メートル……かさがこわれる。

風速15メートル……とりつけの悪い

看板やトタン板がとぶ。

風速20メートル…・・・子供は倒れ、大

-台風メモ・
炉雨の降り方とはかり方

1時間 5-10ミリ・・ー・・雨の音がよく

聞こえ、たちまち水たまりができ

る。

1時間10-20ミリ・・・・・・地面一面に水

たまりができ雨の音で話もよく聞

こえない。

1時間20-30ミリ……土砂ぷりで下

水がたちまちあふれる O

1時間30ミリ以上・…・・バケツをひっ

くりかえしたようなj敦しい雨。

※雨量10ミリとは、畳2枚に石油缶
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国民健康保険
~あなたは国保を

よくご存じですか~

支
払
う
の
は
、
費
用
の
三
割
だ
け

で
、
残
り
の
七
割
は
国
民
健
康
保

険

(国
保
)
か
ら
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

出
し
合
っ
た
お
金
(
保
険
料
)
と
、

国
の
負
担
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
は
、
み
ん
な
で
た
す
け

合
っ
て
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
保

険
な
の
で
す
。

i

十一予
算
の
内
訳
J

r

一予
算
一の
し
〈
み

主
主
:

予
算
税
額
は
三
十
一
億
三
千
万

国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、
そ
円
で
す
。
歳
出
の
内
訳
は
九
六

%

の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
が
医
療
費
の
支
払
い
や
高
額
療
養

な
る
か
を
算
出
し
、
そ
れ
に
も
と
費
、
助
産
、
葬
祭
費
の
支
給
に
要

づ
い
て
固
か
ら
の
補
助
金
や
保
険
す
る
保
険
給
付
費
で
、
あ
と
の
約

税
の
額
を
決
め
る
し
く
み
に
な
っ
四
%
が
人
件
費
な
ど
の
経
費
と
な

て
い
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
。
歳
入
の
内
訳
は
国

:
;
ir
--:;;
…;
t
J

の
補
助
金
が
六
七

・
=
男
、
保
険

i

j

一

t
f
i

ι
税
が
二
六
・
二
%
で
、
繰
入
金
や

山
定
す
け
あ
い
の
保
際
一
ーそ
の
他
の
収
入
が
六
・
五
%
と
な

大
村
市
の
医
療
費
も
毎
年
上
昇
っ
て
い
ま
す
。

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
五
十
七
年

日一
般
会
計
か
ら
の

度
は
四
十
億
五
千
万
円
を
見
込
ん

繰
入
金
は

で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
お
医
者

一億
二
千
万
円

き
ん
に
か
か

っ
た
時
、

あ
な
た
が

わ
し
に
己
業
長
抽
出
目
炎

HH.
パ
λ
』
当
4
3
百
岡
本

-z

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録
⑩

。
晩
年
の
使
節
達

ー
原
マ
ル
チ
ノ
|

帰
国
後
の
マ
ル
チ
ノ
の
活
動

で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が

ヨ
ー
ロ

ッパ

か
ら
持
ち
帰
っ
た

印
刷
機
械
を
用
い
て
、
印
刷
事

業
に
従
事
し
た
事
で
し
た
。

一
六

O
三
年
(
慶
長
八
年
)

現
在
の
長
崎
市
酒
屋
町
に
は
サ

、ン
チ
ャ
ゴ
病
院
が
造
ら
れ
、
八

年
後

ιは
こ
こ
に
印
刷
機
械
が

運
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の

ヨ
ー
ロ

ッパ

行
き
の
同
行
者
で

あ
っ
た
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
は
、

原
マ
ル
チ
ノ
の
手
助
け
を
受
け

て
、
教
会
で
の
布
教
用
と
し
て

使
う
本
の
印
刷
を
始
め
た
の
で

す
。
殊
に
「
ギ
ャ
・
ド

・
ペ
カ

ド
ル
」
「
ヒ
デ
ス
の
経
」
「
こ

ん
て
ん
っ
す
む
地
」
な
ど
の
和

訳
は
原
マ
ル
チ
ノ
が
直
に
手
が

け
た
仕
事
で
し
た
。
マ
ル
チ
ノ

が
こ
の
仕
事
に
従
事
し
た
の
は
、

メ
ス
キ
ー
タ
神
父
を
し
て
、

「マ

ル
チ
ノ
は
日
本
で
一
番
立
派
な

通
訳
」
と
称
讃
さ
せ
る
程
に
、

語
学
に
ひ
い
出
て
い
た
か
ら
で

し
た
。

ロ
ー
マ

の
イ
エ
ズ
ス
会
名
簿

に
は
、
帰
国
後
の
マ
ル
チ
ノ
の

活
躍
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に
日
記
し

て
あ
り
ま
す
。

(
註
)

「
マ
ル
チ
ノ
・
ド
・
カ
ン
ポ
神

父
、
肥
前
回
大
村
領
波
佐
見
出

身
、
四
十
六
歳
で
イ
エ
ズ
ス
会

に
は
二
十
三
年
在
籍
、
身
体
は

健
康
で
あ
る
。
三
年
間
倫
理
神

学
を
勉
強
し
た
。
一

年
間
ラ
テ

ン
語
を
教
え
た
。
日
本
文
学
を

よ
く
知
っ
て
い
る
。
日
本
語
で

印制機を用いて作った
キリシタン版

「ラポ日辞典」

非
常
に
上
手
に
説
教
で
き
る
』

し
か
し
世
情
は
、
キ
リ
ス
ト

教
に
対
し
て
暗
い
影
を
落
し
始

め
て
い
ま
し
た
。

二
ハ
一
二
年

(
慶
長
一
七
年
)
江
戸
幕
府
は

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
禁
止
し
、

同
時
に
京
都
に
あ
っ
た
教
会
を

破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
二
年
後
の
二
ハ
一
四

年
に
は
、
宣
教
師
、
信
者
一
四

八
名
を
マ
ニ
ラ
、
マ
カ
オ
に
追

放
す
る
と
い
う
厳
し
い
態
度
で

の
ぞ
み
ま
し
た
。
実
は
こ
の
一

行
に
マ
ル
チ
ノ
も
含
ま
れ
て
お

り
、
マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
ま
し

た
。マ
カ
オ
で
の
マ
ル
チ
ノ
の
活

動
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
追
放
七
年
後
の
ル
セ
ナ
神

父
の
報
告
の
中
に
次
の
よ
う
に

見
え
て
い
ま
す
。

『
原
マ
ル
チ
ノ
は
日
本
を
追
放

さ
れ
て
、
私
た
ち
と
共
に
マ
カ

オ
に
い
る
。
常
に
祖
国
の
人
々

の
霊
魂
を
授
け
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
た
が
、
船
が
な
か

っ
た

の
で
今
日
ま
で
日
本
へ
渡
っ
て

い
な
い
』

そ
し
て
、
そ
の
八
年
後
の
二
ハ

二
九
年
(
寛
永
六
年
)
付
の
マ

カ
オ
の
イ
エ
ズ
ス
会
名
簿
は
、

(
註
)

「
マ
ル
チ
ノ
・

デ
・

カ
ン
ポ
神

父
一
六
二
九
年
十
月
二
十
三
日

死
亡
、
主
祭
壇
に
向
か
う
ア
ー

チ
近
く
の
童
貞
女
ら
の
小
聖
堂

の
祭
壇
の
下
に
、
福
音
の
方
に

埋
葬
さ
れ
た
』

と
、
天
正
少
年
の
四
つ
の
命
が
、

又
も
つ
一
つ
燃
え
尽
き
た
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

(
註
)
ス
ペ

イ
ン
語
で
野
原
の

こ
と
を
「
カ
ン
ポ
」
と
い
っ

た
た
め
、
原
マ
ル
チ
ノ
は
こ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。

医
療
療
費
が
増
え
れ
ば
国
の
補
助
く
国
保
税
も
な
お
増
額
し
な
け
れ
を
軽
く
す
る
た
め
に
、

一
般
会
計

金
も
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
被
保
険
ば
な
り
ま
せ
ん。

そ
こ
で
、
市
と
か
ら
五
十
六
年
度
と
同
様
一
億
二

者
の
皆
き
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
し
て
は
少
し
で
主
自
き
ん
の
負
担
千
万
円
を
繰
入
れ
て
い
ま
す
。
一

(
毎
月
第
三
水
曜
・
午
後
一
時

3
四
時
・
商
工
会
議
所
)

世
帯
当
り
約
一
万
三
千
円
の
軽
減

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(保
険
年
金
課
)

※ 



※ 

昭和57年6月1日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

忘れると大変グ
福祉医療費 一¥

受給資格者証の
更新手続きを :

〈正

りおおむ市政だより(7) 

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
心
身
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
、
未
婚
の
女

子
、
寡
男
の
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
の
有
効
期
限
が
六
月
三
十

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で、

受
給
資
格
者
証
を
更
新
し
て
下
さ

い
。
該
当
者
に
は
、

ハ
ガ
キ
で
更

新
日
時

・
場
所
な
ど
を
通
知
し
ま

す
の
で
指
定
の
日
に
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

〔
持
っ
て
く
る
も
の
〕

マ
現
在
使
用
中
の
受
給
資
格
者
証

マ
健
康
保
険
証

マ
印
鑑

マ
通
知
の
ハ
ガ
キ

マ
心
身
障
害
者
医
療
該
当

者
は
別
に
身
体
障
害
者

手
帳
あ
る
い
は
療
育
手

帳
マ
一
月
二
日
以
降
に
転
入

し
た
人
、
扶
養
義
務
者

が
市
外
に
い
る
人
は
昭

和
五
十
六
年
分
の
所
得

六
月
十
九
日
出

(
午
後
一
時

3
三
時
、

福祉医療費受給資格者証更新受付日程

場 所 月 日 時 間

市役所福祉課
6 . 21(月) 9 : 30-16 : 00 

6 .22(火) " 
西大村出張所

6 .23ヤ付 " 
6 . 24肘 " 

竹松出張所
6 . 25幽 " 
6 . 26仕) 9 : 30-11 :ρo 

福重出張所

松原出張所
6 . 28(月) 9 : 30-16 : 00 

一浦出張所

鈴回出張所 6 . 30やぬ " 
|宣瀬出張所

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
、
お
間
合

せ
下
さ
い
。

(
福
祉
課
)

福
祉
手
当
所
得
状
況
届

6
月
初
日
ま
で
に

在
宅
の
重
度
障
害
者
に
支
給
し

て
い
る
福
祉
手
当
を
現
在
受
給
し

て
い
る
人
、
ま
た
、
現
在
支
給
停

止
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
六

月
中
に
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を

提
出
し
な
い
と
八
月
分
か
ら
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
方
は
、
お
忘
れ
な
く
提
出
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
提
出
の
際
、
他
に
障
害

福
祉
年
金
等
を
受
給
し
て
お
ら
れ

る
方
は
年
金
証
書
を
御
持
参
下
き

提
出
期
限

六
月
三
十
日
制

提
出
先

福
祉
課

※
用
紙
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

(
福
祉
課
)

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

現
在
、

児
童
手
当

を
受
給
さ

れ
て
い
る

人
は
、
毎

年
現
況
届

(
六
月
一

日
現
在
)

を
提
出
し

て
い
た
だ

く
ト
キ
つ
に

な
っ
て
い

ま
す
(
受

給
中
の
人

に
は
郵
送

済
み
)。

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
市
民
課
で

手
続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

マ
児
童
手
当
現
況
届
書

マ
印
鑑

マ
そ
の
他
(
児
童
が
他
市
町
村
に

い
る
場
合
は
、
住
民
票
謄
本
、

監
護
証
明
な
ど
)

①
特
例
給
付
手
当

と

は

…、児童手当を受けている方ヘ

6月は現況届の提出期間です
ー特例給付手当も制定されましたー

耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日

¥
パ
門
札
峻
同

証
明
書
。

冒歯止
D
3
5
8短
信

更
新
期
間
中

-6・46E
a
u
-

，‘2
・a

・&d
M升
は
各
出
張
所
で

1
1
1
1
1
1
1

訟
ゆ
」

も
受
付
け
ま
す

①

忘

れ

る

と

ー

が
、
ハ
ガ
キ
で

ア
月
々
1

白

か

ら

日
時
を
連
絡
し

受
給
で
き
な
く

ぺいまイ
W
T

な
り
ま
す

バ
き
之
江
い
そ

の
日
に
申
請
し

て
下
さ
い
。
な

お
ど
う
し
て

も
指
定
の
日
に

こ
れ
な
い
方
は

二
十
三
日
以
降
に
福
祉
課
へ
お
い

で
下
さ
い
。

児童手当等出張所受付日程

昭
和
五
十
七
年
六
月
か
ら
昭
和

六
十
年
五
月
ま
で
の
問
、
児
童
手

当
に
係
る
所
得
制
限
に
よ
り
、
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
被
用
者

(
厚
生
保
険
年
金
加
入
者
)
で
一

定
の
所
得
未
満
の
人
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
児
童
手
当

法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
、
児
童
手

当
の
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ

ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
市
民
課

で
手
続
き
を
済
せ
て
下
さ
い
(
該

当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
)。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

マ
印
鑑

マ
勤
務
先
の
被
用
者
年
金
加
入
証

明
書
又
は
、
年
金
手
帳
の
写
し

マ
そ
の
他
(
現
況
届
と
同
じ
)

※
出
張
所
で
も
別
表
の
日
程
で
受

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
課

へ
お
問
合
せ
下
き
い
。(市
民
課
)

場 所 月日

三浦出張所

鈴回出張所 6 . 7明)

萱瀬出張所

福重出張所

6 8附

松原出張所

竹松出張所 6 . 9肘

西大村出張所 6 .印刷

受付時間 9・00-16:00 

(竹松・西大村は16:30まで)
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保
健
コ
ー
ナ

t

胃
ガ

ン
検
診
、
婦
人
科

(乳
ガ
ン
、

子
宮
ガ
ン
)
検
診
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
ま
で
の
受
診
率
は

該
当
者
の
却
%
を
下
回
る
状
況
で

未
だ
に
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
後
各
種
検
診
や
一
般

健
康
相
談
等
の
啓
蒙
を
図
る
と
共

に
受
診
勧
奨
活
動
を
行
な
う
た
め

保
健
推
進
員
を
委
嘱
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
今
年
度
は
受
診
率
が
低

い
大
村
、
西
大
村
を
重
点
地
区
に

指
定
し
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

{
大
村
地
区
推
進
員
】

山
下
正
、
土
井
音
之
助
、
奥
村
善

次
郎
、
田
川
政
祐
、
平
野
重
郎
、

岩
崎
勝
摩
、
鈴
木
信
幸
、
服
部
義

隆
、
木
寺
正
典
、
田
中
信
一
、
福

田
利
一

、
池
田
満
穂
、
佐
藤
邦
衛

波
多
朗
、

北
島
光
昭
、相
田
秀
夫
、

指
方
重
幸
、
山
田
卯
、
松
本
昇
、

【
西
大
村
地
区
推
進
員
】

森
山
善
狼
、
一
瀬
猪
三
男
、
中
井

政
次
、

石
橋
ト
ミ
、
福
田
豊
、
沢

ノ
井
正
、
永
井
博
、
吉
田
ヒ
ト
エ
、

今
回
勝

一
、
松
尾
昂
、
羽
田
野
進
、

吉
岡
強
、

上
戸
義
雄
、
松
井
良
子
、

永
田
清
、
三
浦
義
雄
、
永
見
重
馬
、

和
崎
イ
ツ
子
、
前
回
礼
二
、
松
尾

松
次
郎
、
永
田
光
雄
、
松
本
始

(
生
活
環
境
課
)

無
料

m
d
Jけ
必

日
本
脳
炎
予
防
接
種

三
歳
1
十
五
歳
ま
で
の

業
業
費
業
業
費

i環ンてを出的入康主るを健しさa語検レ対来な者保に主過康てん市
g雲霞 rTt室主携目品 j主TZ5 1、循ゲし人が期加健年れ日く U 皆
業
業
員
提

h 、業
業
誕

者 :B叩

対象でで、すが、昭和5臼5年 6-1刊0誕

月生まれで、まだ健康診査を員

粉 受劃けナ代てい叶ない岬幼児肌も受野診し口て j
石 下きし川 j 
診査 日:6月11日樹、 18日幽 v 

け受付時間 :午後1時--1時30分 ; 

ん場 所 :コミュニティセンター 3 
を持参するもの o母子健康手帳 j 
使 o問診票 (通知書に同封 して 3
し、 あります) 2 
ま
し
ょ
っ

該
当
者
人
接
種
方
法

O
初
回
免
疫
者

二
回
接
種

(
一
週
間
か
ら
二

週
間
の
間
隔
を
お
い
て
行
な

、つ)

O
追
加
免
疫
者
、
一
回
接
種

受
け
て
は
い
け
な
い
人

発
熱
し
て
い
る
者
又
は
著
し
い

栄
養
障
害
者
、
心
臓
血
管
系
疾

患
、
腎
臓
疾
患
又
は
肝
臓
疾
患

に
か
か
っ
て
い
る
者
で
当
該
疾

患
が
急
性
期
若
し
く
は
増
悪
期

又
は
活
動
期
に
あ
る
も
の
、
接

種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
や
異
常

な
副
反
応
を
呈
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
、
接

種
前
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
が
明
ら
か

な
者
、
麻
し
ん
等
生
ワ
ク
チ
ン

使
用
後
一
ヵ
月
未
満
の
者
、
以

上
の
人
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行

な
う
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に

あ
る
人

※
幼
稚
園
児
は
各
幼
稚
園
で
、
小

中
学
校
の
生
徒
は
各
学
校
で
接

種
し
ま
す
。
(
生
活
環
境
課
)

早期発見・早期治療をめざしてあたち、すっと半分"

もう一人で歩けるもん・......
保健推進員を委嘱

対

4歳6カ月児

健康診査

~無料~

象

※ 

海
や
川
を
守
る
た
め

「

i
i
;;
;
;
;;
;;
;;
;
;
;
;
;
;
;
i
i
i
i
;
d

e

司
l
l
l命
9
b
s

る
)

二
長
包
4概
望

。

や

せ

て

く

る

、

貧

血

が

強

二

-

-

-

下

両
a

M

Z
同

-

h

‘
、
官

f

r

t

t

e

二

宮

内

人

「

、

ー

と

な

っ

て

く

る

一

…

鴎

匂

@

他

の

所

に

と

び

火

(

転

移

)

…

し
て
、
ま
た
、
が
ん
を
つ
く
一

…
働
き
ざ
か
り
に
多
い

E

一
+
 

…

「

ガ

ン

」

万

一

1

一

@
異
常
な
ス
ピ
ー
ド
で
が
ん
細
一

…

昭
和
五
十
五
年
度
の
が
ん
の

胞

が

増

え

る

…

一
死
亡
率
は
、
悩
血
管
疾
患
を
追

が
ん
か
ら
身
を
守
る
に
は
、

一

…
い
抜
い
て
第
一
位
を
占
め
て
い
今
の
と
こ
ろ
早
期
発
見
の
道
し

一

…
ま

す

。

か

あ

り

ま

せ

ん

。
早
期
発
見
で

一

一

が

ん

の
中
で
も
、
男
女
と
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す

…

一
胃
が
ん
が
最
も
多
く
、
最
近
で
の
で
、
や
た
ら
に
こ
わ
が
る
よ

一

…
は
肺
が
ん
が
増
、
え
て

5
tた
り

も

、
定
期
検
診
を
し
て
が
ん

…

e

が
ん
は
、
初
期
の
場
合
、
何
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
方
が

…

ら
か
の
自
覚
症
状
が
な
い
為
に
、
安
心
で
す
。

…

手
遅
れ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
な
お
、

市
で
は
八
月
に
胃
が
…

す
。
ま
た
、

が
ん
に
は
次
の

4

ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

…

つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
市
政
だ
よ
り

…

(

便

、

わ

に

掲

載

ま

す

の

こ

留

音

…

に

血

が

き

い
。

…

，‘，‘，
‘A'
?

・4
‘，A，‘4
4

・4
・‘

.
4
・4
・'」

mu
ω

初

制

1
附

2
幽

門

/

/

/

/

除

戸

O

n

O

ヴ
4

門

i

3

‘勺・カ時
内

4後午4匂れずEL' 
+
A
F
 

問時

日本脳炎予防接種目程

2回目1回目

6/22 

所

諏訪公民館

実施場所

役市

(:k) 萱瀬出張所

6/23 

三浦出張所

鈴田出張 所

(7J<) 竹松出張所

6/24 
(対

中地区公民館

福祉センター
6/25 
幽松原出張所

福重出張所



※ 

大
村
市
心
配
ご
と
相
談
所

(
毎
週
水
曜
・
午
前
九
時

i
午
後
三
時
・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

匂
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り

内
容

郷
土
の
歴
史
、
文
化
財
な

ど
に
つ
い
て
の
学
習
や
野
外
活

動
(
パ
ス
に
よ
る
史
跡
調
査
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
)
、
文
化
財
の

清
掃
美
化
活
動
な
ど

対
象
小
学
六
年
、
中
学
一
、
二

年
の
男
女

期
間

六
月
か
ら
来
年

一
月
ま
で

結
成
式
六
月
十
九
日
同

午
後
二
時
三
十
分

三

高

等

学

校

開

放

|

|

ノ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

一

b

，

••• 

一

、

時

間

年

間

二
十
二
時
間
予
定

一

成

人

大

学

講

座

一

「

少

年

歴

史

ク

ラ

フ

J

参
加
料
無
料

一

=

=

ヒ

ア

!

会

員

募

集

に

募

集

期

間

六
月
十
日
同
ま
で

「
|
|
受
講
生
募
集
」

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

「白
青
少
年
地
域
活
動
」
の
一
環
と

定
員

五
十
名

場
所

大

村

園

芸

高

校

し

て
、
郷
土
の
歴
史
を
知
り
郷
土

申
込
み

学
校
名
、
学
年
、
氏
名、

期
間

六
月
1
五
十
八
年
二
月
の
を
愛
す
る
心
を
養
い
、
そ

れ

を

日

性

別
、
住
所
、
保
護
者
名
、
電

う
ち
十
五
回
、
土
曜
日
午
後

一

常
生
活
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
話
番
号
を
明
示
し
て
、
コ
ミ
ユ

時
三
十
分
1
三
時
三
十
分

う
目
的
で
少
年
歴
史
ク
ラ
ブ
を
開

ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
ん
で

内

容

趣

味
の

家

庭

園

芸

、

花

壇

き

ま

す

。

下

さ

い

。

「
罰
則
d

一
』
藍
ヨ
一
内
官
。
)

に
は
次
の
よ
う
な
図
書
が
あ
り
が
み
あ
そ
び
(

広
附
巾
ト
団

i
i
-
d
B
一

ま
す
。
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら

り

が

み

一
巻
1

一
が
ん
一

av
・6
一
ハ
ソ
一

一
緒
に
遊
ん
で
は
い
か
が

で

し

彦

)
V
折
り
紙

/
1
1
-
-「
|
|
|
ト
|
|
|
‘
¥

ょ

う

か

。

彰

)
V
母
と
子

折

り

紙

遊

び

を

一
人
三
冊
ま
で
無
料
で
借
り

(
H

)

V

お
り

る
事
が
で
き
ま
す
。

(
竹
原
聖
千
)

や
っ
て

V
趣
味
の
折
り
紙
(
桃
谷
好
英
)
き
り
が
み

一三

み
ま
せ
ん
か

V
は
じ
め
て
の
折
り
紙
(
エ
キ
雄
)
V
あ
や
と

折
り
紙
遊
び
が
見
直
さ
れ
て
グ
チ
ク
ニ

オ
)
V
お
り
が
み
あ
口
広
)
ほ
か

き
て
い
ま
す
が
、
市
立
図
書
館
そ
び
(

H

)

マ
母
と
子
の
お
り

材
料
の
作
り
方
と
設
計
、
主
な

果
樹
類
の
勢
定
、
そ
の
他

対
象
・
定
員

成
人
、
四
十
人

申
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
社
会
教
育
課
あ
て

受
付
開
始

六
月
十
日
同
よ
り

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

※
定
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

前
年
度
の
受
講
者
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。

おおむ市政だより(9) 

ー
お
面
っ
く
り
に
励
む

末
永
大

。
初
夏
の
日
ざ
し
が
か
か
る
庭

問
先
に
ム
シ
ロ
を
敷
き
、
孫
の
克

刊
行
ち
ゃ
ん
を
相
手
に
し
な
が
ら

い
浮
立
面
守
つ
く
り
に
余
念
が
な
い

一
末
永
大
二
さ
ん
(
侃
才
)

一

若
い
と
き
か
ら
細
工
も
の
が

好
き
で
、
大
工
さ
ん
の
経
験
も

チ
ヨ
ツ
ピ
リ
と
あ
る
の
で
、
お

面
作
り
の
ノ
ミ
さ
ば
き
は
ま
こ

と
に
堂
に
入

っ
た
も
の
。

近
所

で
は
玄
人
は
だ
し
と
評
判
。

お
面
守
つ
く
り
を
は
じ
め
て
か

がz、、

① 
一
さ
ん
ー

(
陰
平
郷
〉

ら
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
っ
。
…

も
う
十
数
個
を
作
り
、
こ
の
地
時

区
の
伝
統
芸
能
と
し
て
伝
え
ら

日

れ
て
い
る
下
鈴
田
浮
立
の
主
役

山

を
勤
め
る
人
達
が
こ
の
面
を
使
山

っ
て
い
る
と
い
う
。

日

大
二
さ
ん
は
、
浮
立
メ
山

ン
パ

l
の
笛
部
長
を
勤
め
司

る
な
ど
、
総
勢
二
五

O
人
い

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
は
欠
咋

か
せ
な
い
存
在
。
お
面
づ

一

く
り
だ
け
で
な
く
横
笛
も
ヤ

自
分
で
つ
く
る
器
用
さ。

吋

お
面
で

一
番
気
を
つ
か
う

一

の
は
グ
目
と
口
。
で
、
こ

市

れ
が
お
面
の
生
命
力
と
語
吋

っ
て
い
る
。
息
子
さ
ん
の

山

一
則
さ
ん
(
お
才
)
も
上
手

町

に

つ

く

る

。

一

お
面
会
つ
く
り
は
、
わ
が
い

家
の
伝
統
と
し
、
地
元
の
ゆ

浮
立
が
あ
る
限
り
続
け
さ
何

せ
た

い
と
語
っ
て
い
る
。し
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企新体操も出ま Lた/

老人JIワーここにありと、 5月18B，
第8回老人スポーツ大吉ガ暗かれましE。
会年i芯高令書数空の箇さん0)'新仏語震」も

とひ出し、 日中笑い!こ包ま円ていまし
た。

マ姉揖都市か勺「ニんにちはJ

市街血行記念式契1ニ秋田県角館
町ガら、ミス桜の佐藤由起予さんが

来大し、記念式輿でffililに花束を澄
しましだ。まE、兵庫県申月間から
は自薦d現tj暗られ、さっそく野岳

湖己胆されまし疋。

ヲ

d 、
三/J璽璽

可

企
車
婦
+
人
を
表
事

五
月
九
目
、
ま
定
、
未
亡
人
と
し
て
一
軍
を

豆
え
亨
供
を
立
派
巳
育
て
上
げ
た
寮
描
+
人
を

田
き
戸
覇
市
長
万
表
彫
払
ζ

市
白
マ

l
ワ
入

り
の
車
ロ
怖
を
趨
っ
て
労
を
ね
ぎ
ら
い
よ
し
た
。

山
{
キ

4占

ーーー



お
宰

ご
相
談
下
さ
い
。
体
育
指
導
委
員

は
次
の
よ
う
な
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

。
ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
指
導

。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
組
織

の
育
成

。
学
校
・
公
民
館
な
ど
の
教
育
団

体
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
そ
の
他

の
行
な
う
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の

協
力

。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
の
理
解
を

深
め
る

O
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
指
導

助
言

No. 氏 名 住 所 電

1 仁田勝俊 原郷1016 5 -8961 
日

中 島泰 二 木場2丁目536-1 4 -2738 d 

3 一瀬一春 岩松郷877 4 -2048 

4 阿比留秀敏 諏訪3丁目287-3 3 -1519 

5 仙 波 ミツ子 ーの郷314-4 5← 7475 

6 渡海昌俊 久原郷51 4 -2548 

7 )' I 口 一 典 水計町1045~10 3 -4737 

8 白 浜千寿子 赤佐古町199-2 2 -4758 

9 氏福治昭 乾馬場町874-2 3 -4600 

10 森上吉郎 諏訪2丁目 9 3 -4640 

11 松井 靖 今富郷335-1 5← 8386 

12 江原緩之 西大村本町338 2 -2702 

13 前田征一郎 鬼橋町217 5 -8330 

14 草井木丈こ 忠義 日 f白銀~1102 4 -0313 

15 塚崎正紀 諏訪3丁目473-164 -3246 

16 牛嶋知孝 鬼橋町198-1 5 -7751 

17 井上洋右 三城町1289-6 4 -0573 

18 飛 口 広 杭出津2丁目535 3 -1497 

19 西 田邦博 鬼橋町206 5 -7257 

20 松島純子 協和町775-1 9 3 -2982 

昭和57年6月1日
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スポーツなどの相談は
体育指導委員へ

りおおむ

体育指導委員

(11)市政だより

「
ス
ポ
ー
ツ

を
何
か
や
っ
て

み
た
い
ん
だ
け

ど

:

」

「

公

民
館
で
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
や
り

た
い
け
ど
、
運

営
の
仕
方
が
わ

か
ら
な
い
」
な

ど
と
い
う
悩
み

を
お
持
ち
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
時
は
体

育
指
導
委
員
へ

市
民
春
季
硬
式

テ
ニ
ス
大
会
成
績

五
月
三
日
、
市
営
テ
ニ

ス
コ
ー

ト
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
男
子
】

①
佐
藤

・
松
本

②
中
越
・
田
崎

③
鶴

・
大
内

【
一
般
女
子
】

①
松
井

・
辻

②
山
中

・
増
田

③
合
田
・
藤
本

三
第
十
二
回
|
|

一少
年
野
球
大
会
成
績

五
月
八
日
・
九
日
、
市
営
野
球

場
な
ど
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た。【
小
山
子
生
】

①
上
久
原
②
鈴
田

丁
目
、
植
松
三
丁
目

【
虫
子
生
】

①
大
川
田
②
原
口
A

皆
問
、
柴
田

6万本の花が待ってます。

害③
今
富

西日本ーを誇る大村公園の花しょうぶは、例年

6 月 6 日 ~8 日頃満開となります。

85種 6万本の花が咲き、優雅で気品のある美し
さは見事なも のです。ご家族そろっておいで下さ

(15 : OO~) 
OO~) 

〔もよおし〕

6月5日(卦歌謡ショ ー
6日(日) 民踊 (12

〔写真コンテスト〕

対象 ・花(花しょうぶなど)と 史跡

作品.白黒四ツ切、カラースライド

締切:6月30日(ボ
提出先 ・商工観光課

日時 6月 6日(日) 午後 2 時30分~5 時

場所 コミュニティセンター

※詳しくは、青年会議所(宮②-6391)へお問

合せ下さい。

〔花まつりプレゼント〕

アンケー卜にお答え下さい。抽せんでプレゼン

トを差し上げます。

応募期間 6月15日0<lまで
応募場所・大村市観光協会

※開花状況、もよおしものの問合せは商工観光課

大村市観光協会(宮②-3605)へ



(12) りむおお市政だより昭和57年6月1日
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青
年
団
体

幹
部
研
修
会

期
間
六
月
十
九
日
出
午
後
一
時

三
十
分
j
二
十
日
目
午
後
七
時

場

所

県

立
研
修
所

申
込
締
切
六
月
八
日
附

申
込
・
問
合
せ
先
社
会
教
育
課

簡
易
保
険
・
郵
便

年
金
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
作
昂
募
集

小
学
五
・
六
年
生
、
中
学

対
象生

題
名
①
話
問
易
保
険
、
郵
便
年
金

に
関
す
る
も
の
②
日
由
題

原
稿
枚
数
小
学
生

l
四
百
字
づ

め
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
、
中
学

生
l
四
j
五
枚
程
度

締

切

六

月
三
十
日
制

提
出
・
問
合
せ
先
大
村
郵
便
局

(宮
⑦
丁

2
4
0
0
)

社
交
ダ
ン
ス

初
山
者
講
習
会

期
間
六
月
七
日
1
八
月
九
日
(

毎
週
月
曜
)
、
午
後
七
時
三
十

分
j

九
時
三
十
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会

費

無

料

問
合
せ
先
マ
ン
テ
ィ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ

(
E
a
γ
1
9
8
1
、
夜

七
時
以
降
)

※
参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場

に
お
い
で
下
き
い
。

警
察
官
A
採
用
試
験

且
一見
一付
日期
(月)間

ハ
月
七
日
間
j
二
十

ご
寄
付
J

・
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
栗
須
シ
ツ
カ

(
西
本
町
・
亡

夫
常
雄
)
二
十
万
円
マ
織
田

和
昭
(
松
並
一
丁
目
・
亡
父
元

治
)
三
万
円
マ
原
武
毅
(
古

町
二
丁
目
・
亡
父
啓
人
)
五
万

円
マ
羽
佐
古
キ
ミ
(
二
の
郷
・

亡
夫
多
喜
治
)
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
栗
須
シ
ツ
カ

(
西
本
町
・
亡

夫
常
雄
)
市
立
病
院
へ
十
万
円
、

慈
恵
荘
へ
十
万
円

福
祉
基
金
ヘ

マ
熊
忠
雄
(
東
本
町
・
亡
夫
菊

二
三
十
万
円

一
般
寄
付

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春

(
本
町
二
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
一
万
八
千
七

百
四
十
円
マ
大
村
ツ
ー
リ
ン

グ
ク
ラ
ブ
(
代
表
者
正
宝
慶
典
)

交
通
遺
児
へ
四
千
七
百
五
十
一

円
マ
松
尾
敏
行
(
東
彼
杵
郡

試
験
日
・
場
所

八
月
一

日
側
、

長
崎
県
立
女
子
短
期
大
学

受
験
資
格

O
昭
和
三
十
年
四
月

一
一日
j
昭
和
三
十
六
年
四
月
一

日
生
れ
の
男
子

O
四
年
生
大

学
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
昭
和

五
十
八
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者

申
込
・
問
合
せ
先
大
村
警
察
署

(
宮
①
γ
3
1
2
6
)

日
時
八
月
五
日
嗣

試
験
地
長
崎
市
、
佐
世
保
市

願
書
受
付
締
切

六
月
十
一
日
制

願
書
提
出
先
・
問
合
せ
大
村
保

健
所
(
宮
③
1
2
1
9
3
)

川
棚
町
)諮慈山首宙恵仙非荘芯荘叫壮
札
丈
へ
三
万
円

マ
出
口
ウ
夕
(
小
路
口
町
)

慈

珂

恵
荘
へ
ト
マ
ト
七
、
キ
キ
ロ
ほ
か

マ
佐
古
一
官
亮
口
売
兄
尊
(
古
町
一
丁
目
)
同

慈
恵
荘
へ
か
し
わ
も
ち
百
八
十
日

個
マ
大
村
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト

(
竹
松
本
町
)
慈
恵
荘
へ
牛
乳

五
十
本
マ
岩
永
光
生
(
西
本

町
)
慈
恵
荘
へ
菓
子
百
袋

文
化
基
金
ヘ

マ
五
ふ
じ
会
(
藤
間
流
五
社
中
)

五
万
円

，、

(( 

夏
に
向
っ
て

ヨ
ッ
ト
教
室
開
催

日
時
六
月
十
三
日
同

午
前
八
時
受
付

九
時
1
十
一
時
講
義

正
午
l

実
技

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
高
校
生
以
上

参
加
料
千
五
百
円
(
昼
食
・
保

険
代
を
含
む
)

持
参
品
運
動
靴

申
込
・
問
合
せ
先
企
命
γ
5
0

3
4
、
①
了
1
2
5
5
、
①
γ

2
1
6
1
(
内
線
2
2
6
)

対
象
溶
接
の
技
能
習
得
を
し
た

い
人
。
溶
接
資
格
試
験
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
。

期

間

六

月
二
十
八
日
間
1
七
月

九
日
幽
の
間
六
日
。
午
後
五
時

半
j
八
時
半
。

受
講
料
三
千
五
百
円

定
員
二
十
五
名

締
切
六
月
十
五
日

ω

場
所
・
申
込
先
長
崎
技
能
開
発

セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船
越
町

二
二
二
、
宮
諌
日
丈
①
1
2
3

2
3
)
 

※
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
へ

男
・
女

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選
手
養
成
員
募
集

募
集
締
切
六
月
二
十
日
同

問
合
せ
先
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
(
大
村
市
玖
島
郷

日

告

⑦

γ
16
1
9
4
)

大村ギター合奏団

T定期演奏会
lロl

内場 日
ツ 容民所分後二時
ク 会開六日
ギク館大演時仕)六
タラ村三、月
|シ 市十午十

演
奏

特
別
出
演
山
下
尚
子
(
日
本
ギ

タ
l
コ
ン
ク
ー
ル
第
二
位
入
賞
)

入
場
料
大
人
五
百
円
、
学
生
四

百
円

問
合
せ
先
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

(
宮
①
γ
9
3
6
3
)
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